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平成２８年１２月２４日 

平成２９年１月２９日改訂 

 

 

Ⅲ.6-1 施設の撤去等に係る環境計測マニュアル 

 

 

第１ マニュアルの位置付け 

１．施設の撤去等に係る環境計測マニュアルは、施設の撤去等の実施前後及び実施

期間中のそれぞれの段階において実施する作業場あるいは施設の境界での環境調

査について、計測項目、計測頻度等を定めたものである。 

２．本マニュアルに定める計測項目及び評価基準等は、関連法令の改正等にあわせ、

必要に応じ適宜見直すこととする。 

［解  説］ 

本マニュアルは、施設の撤去等の実施前後及び実施期間中のそれぞれの段階にお

いて、発生源としての環境面を把握することを目的としており、環境調査を実施す

る際の計測項目、計測頻度等を定めたものである。 

 

 

第２ マニュアルの概要 

１．計測地点、計測項目、計測頻度、調査機関は表１～表２に示すとおりとする。 

２．調査方法は表３～表７に示す通りとする。 

３．評価の基準として、排気、排水、騒音、振動及び悪臭について、ぞれぞれ表８

～表 12 に示す通り評価基準値を設定してある。 

４．必要と認められる場合には、施設の撤去等に係る周辺環境モニタリングを実施

することとする。 

５．本マニュアルに定める計測項目及び評価基準等は、関連法令の改正等にあわせ、

必要に応じ適宜見直すこととする。 

［解  説］ 

  施設の撤去等に係る環境計測について本マニュアルに従い実施し、その他、必要

と認められる場合が生じた際には、委員又は技術アドバイザーの指導・助言を踏ま

え、施設の撤去等に係る周辺環境モニタリングを実施する。 

 

 

第３ 計測地点等 

１．計測地点、計測項目、計測頻度、調査機関は表１～表２に示すとおりとする。 

［解  説］ 

計測地点、計測項目、計測頻度、調査機関を表１～表２に示す。 
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表１ 施設の撤去等に係る環境計測（豊島関係） 

区分 計測地点 計測項目 
計測頻度 調査 

機関 実施前 実施期間中 実施後 

排気 
排気ファン 

出口 
ダイオキシン類、ＰＣＢ、 
鉛及びその化合物、粉じん 

― １回以上 ― 

県 

排水
※  

― ―  ― ― ― 

騒音 
施設の 
境界 

L50、L5、L95、Leq １回 １回以上 １回 

振動 
施設の 
境界 

L50、L10、L90 １回 １回以上 １回 

悪臭 
施設の 
境界 

ｱﾝﾓﾆｱ、ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ、硫化水素、
硫化ﾒﾁﾙ、二硫化ﾒﾁﾙ、ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ、
ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、
ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋ
ﾄﾞ、ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙ
ﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ、酢酸ｴﾁﾙ、ﾒﾁﾙ
ｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ｷｼﾚﾝ、
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸、ﾉﾙﾏﾙ酪酸、ﾉﾙﾏﾙ吉草
酸、ｲｿ吉草酸 

１回 １回以上 １回 

※排水は、高度排水処理施設において処理を行う。 

 

表２ 施設の撤去等に係る環境計測（直島関係） 

区分 計測地点 計測項目 
計測頻度 調査 

機関 実施前 実施期間中 実施後 

排気 
排気ファン 

出口 
ダイオキシン類、ＰＣＢ、 
鉛及びその化合物、粉じん 

― １回以上 ― 

県 

排水 排水口  

水素ｲｵﾝ濃度 (ｐH)、浮遊物質量
(SS)、生物化学的酸素要求量
(BOD)、化学的酸素要求量 (COD)、
全窒素、全燐、大腸菌群数、ﾀﾞｲｵｷ
ｼﾝ類、PCB、ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物､
鉛及びその化合物、砒素及びその化
合物、六価ｸﾛﾑ化合物、ｱﾙｷﾙ水銀化
合物、水銀及びｱﾙｷﾙ水銀その他の水
銀化合物、ｾﾚﾝ及びその化合物、ﾌｯ
素、ﾎｳ素  

― ２回以上 ― 

騒音 
施設の 
境界 

L50、L5、L95、Leq 必要に応じて適宜実施 

振動 
施設の 
境界 

L50、L10、L90 必要に応じて適宜実施 

悪臭 
施設の 
境界 

ｱﾝﾓﾆｱ、ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ、硫化水素、
硫化ﾒﾁﾙ、二硫化ﾒﾁﾙ、ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ、
ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、
ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋ
ﾄﾞ、ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙ
ﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ、酢酸ｴﾁﾙ、ﾒﾁﾙ
ｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ、ﾄﾙｴﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ｷｼﾚﾝ、
ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸、ﾉﾙﾏﾙ酪酸、ﾉﾙﾏﾙ吉草
酸、ｲｿ吉草酸 

必要に応じて適宜実施 
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第４ 調査方法 

１．調査方法は表３～表７に示すとおりとする。 

［解  説］ 

調査方法を表３～表７に示す。 

 

表３ 排気（大気汚染）調査方法 

計測項目  調査方法  

ダイオキシン類  
ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル、

JIS K0311「排ガス中のダイオキシン類の測定方法」 

PCB 排ガス中の POPs 測定方法マニュアル  

鉛及びその化合物  JIS K0083「排ガス中の金属分析方法」  

粉じん  JIS Z8813「浮遊粉じん濃度測定方法通則」  

 

 

表４ 排水調査方法 

計測項目 調査方法 

ダイオキシン類 
JIS K0312「工業用水、工場排水のダイオキシン

類の測定方法」 

その他 

（健康項目及び生活環境項目） 

環境庁告示第 59 号（昭和 46 年）の別表 1 及び 2

に定める方法 

 

 

表５ 騒音調査方法 

計測項目  調査方法  

騒音レベルの中央値（Ｌ 50）、  

９０％レンジ上・下端値（Ｌ 5、Ｌ 95）

及び等価騒音レベル（Ｌeq）  

ＪＩＳ   Ｚ－８７３１「騒音レベル測定方法」

に基づき、基本的に平日の１２時～翌日の１２

時まで、毎正時から約１０分間の測定を行う。 

 

 

表６ 振動調査方法 

計測項目  調査方法  

振動レベルの中央値（Ｌ 50）、  

８０％レンジ上・下端値（Ｌ 10、Ｌ 90） 

ＪＩＳ   Ｚ－８７３５「振動レベル測定方法」

に基づき、基本的に平日の１２時～翌日の１２

時まで、毎正時から約１０分間の測定を行う。 
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表７ 悪臭調査方法 

計測項目  調査方法  

ｱﾝﾓﾆｱ、ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ、硫化水素、硫化ﾒﾁﾙ、

二硫化ﾒﾁﾙ、ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾌﾟﾛ

ﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾁﾙ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞ

ﾋﾄﾞ、ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ、酢酸ｴﾁﾙ、ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ、

ﾄﾙｴﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ｷｼﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸、ﾉﾙﾏﾙ酪

酸、ﾉﾙﾏﾙ吉草酸、ｲｿ吉草酸  

特定悪臭物質の測定の方法（昭和４７年環境

庁告示第９号）  
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第５ 評価方法 

１．結果については、表８～表１２に示す評価基準値の達成状況や過去データとの

比較について確認するものとする。 

２．評価基準値を超過した場合、原因究明や対策等の検討を実施するものとする。 

［解  説］ 

結果については、評価基準値、関係環境法令等の基準を満たしているかどうか確

認するとともに、これまでに実施した環境計測結果等と比較する。 

評価基準値を超過した場合、その原因究明や改善対策の検討を実施する。 

 

表８ 排気の評価基準 

計測項目 評価基準値 備考 

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/ｍ３  
ダイオキシン類対策特別措

置法に基づく排出基準※１ 

ＰＣＢ 0.1mg/ｍ３ PCB の暫定排出許容限界※２ 

鉛及びその化合物 10mg/ｍ３ 
大気汚染防止法に基づく 

排出基準※１ 

※１ ダイオキシン類対策特別措置法及び大気汚染防止法の適用を受けない施設である

が、これらの関係法令で定める値に準じた。 

※２ 「PCB 等を焼却処分する場合における排ガス中の PCB の暫定排出許容限界について

（S47.12.22 環境庁大気保全局長通知）」に示す値 

 

 

表９ 排水の評価基準 

計測項目 評価基準値 備考 

ダイオキシン類 10pg-TEQ/L 
ダイオキシン類対策特別措

置法に基づく排出基準※１ 

その他（健康項目及び生

活環境項目） 

（水質汚濁防止法に定

める排水基準値） 

水質汚濁防止法に基づく 

排水基準※１ 

※１ ダイオキシン類対策特別措置法及び水質汚濁防止法の適用を受けない施設である

が、これらの関係法令で定める値に準じた。 

 

 

表 10 騒音の評価基準 

項           目  評価基準値（ dB(A)）  騒音規制法の規制基準（参考）（ dB(A)）※  

昼間（8:00～19:00）  ７０  ７０  

朝（  6:00～  8:00）  

夕（19:00～22:00）  
６５  ６５  

夜間（22:00～6:00）  ６０  ６０  

※  第４種区域（主として工業地域）の規制基準  
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表１１ 振動の評価基準 

項目  
評価基準値 

（dB）  

振動規制法の規制基準（参考）※ 

（dB） 

昼間（8:00～19:00）  ６５  ６５  

夜間（19:00～8:00）  ６０  ６０  

※  第２種区域（主として商業地域（住、商、工、混在地域を含む）、工業地域）の規制

基準 

 

 

表１２ 悪臭の評価基準 

項目  
評価基準値 

（ppm） 

悪臭防止法の規制基準（参考）※

（ppm） 

アンモニア  2 2 

メチルメルカプタン  0.004 0.004 

硫化水素  0.06 0.06 

硫化メチル  0.05 0.05 

二硫化メチル  0.03 0.03 

トリメチルアミン  0.02 0.02 

アセトアルデヒド  0.1 0.1 

プロピオンアルデヒド  0.1 0.1 

ノルマルブチルアルデヒド  0.03 0.03 

イソブチルアルデヒド  0.07 0.07 

ノルマルバレルアルデヒド  0.02 0.02 

イソバレルアルデヒド  0.006 0.006 

イソブタノール  4 4 

酢酸エチル  7 7 

メチルイソブチルケトン  3 3 

トルエン  30 30 

スチレン  0.8 0.8 

キシレン  2 2 

プロピオン酸  0.07 0.07 

ノルマル酪酸  0.002 0.002 

ノルマル吉草酸  0.002 0.002 

イソ吉草酸  0.004 0.004 

※  Ｂ区域（主として商業地域（住、商、工、混在地域を含む））の規制基準  


